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水緑文化 明日の横綱へもう一番!

鳴戸部屋

ピ

ー
ン

と
張

り
つ

め
た
空
気
の
中

を

荒
い

息
遣
い
が

響
き
ま
す
。

こ
こ

八
ヶ

崎
の

鳴
戸
部
屋
で
は

、
朝

、

暗
い
う
ち
か
ら
始
ま
っ
た
け
い
こ
が
、

ぶ
つ

か
り
げ
い
こ
の

真
つ
最
中

。
鍛
え

抜
か

れ
た
肉
体
が

激
し
い
音

を
立
て

合

い
ま

す
。

土
俵

を
取
り
囲
ん
で

い
る
若
い
力
士

た
ち
は

、
兄
弟
子
の

技
を
盗
も

う
と
、

食
い
入

る
よ

う
に

一
番
一
番
を
見
つ

め

て
い
ま

す
。

鳴
戸
部
屋
は
、
平
成
元
年
2
月
9
日

に
相
撲
協

会
四

十

一
番
目
の
部
屋
(

親

方
は
第
五
十

九
代
横

綱
・
隆
の

里
俊
英
)

と
し
て

創
設
さ
れ
ま
し

た
。

現
在

、
幕
下

の
力

桜
(
り

き
お
う
)
を

筆
頭
に

、
十
五

歳
か

ら
二
十

歳
ま
で
二

十
人
の
力
士

が
い
ま

す
。

「
相
撲
界
以

外
で

も
、
立
派
に
通
用

す
る
人
間

を
育
て

る
」

と
い

う
親
方
の

方
針
で
、

厳
し
く
激
し
い

け
い
こ

の
中

に

も
、
国

技
た
る
礼

節
を
感
じ
ま
す

。

「
地
元
の

皆
さ
ん
の
応

援
が
う
れ
し

い

で
す

ね
」
と

お
か
み
さ
ん
が
ひ

と
言
。

初
場

所

の

熱

戦

が

続
い

て

い

ま

す

が
、
私
た
ち
の

声
援
で
、
松

戸
か
ら
関

取
が
誕
生

す
る
日

も
、

も
う
間
近
の
よ

う
で
す

。

鳴戸親方

両
国
ま
で
約
一
時
間
と
い

う
交

通
の
便
の
良
さ
と
閑
静
な
環
境
に

ひ
か
れ
、
松
戸
に
部
屋
を
開
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ

ん
に

愛
さ
れ
る

部
屋
を
目
指
し

て
、
全
員
で
努
力
し
て
い
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市役所は、今月から 毎週土曜日 が休みになりました。(市立病院の外来は、巳月6 日から毎週土曜日が休みになります)



4月2q9日どりの日

21世紀の森と広場いよいよオープン

総
合
公
園
「
２
１
世
紀
の
森
と
広
場
」
が
、
4
月
2
9
日

の
「
み
ど
り
の
日
」
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

市
の
ほ
ぼ
中
央
部
（
千
駄
堀
）
に
位
置
す
る
五
〇
五

㌶
の
「
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
」
は
松
戸
の
シ
ン
ボ
ル

ゾ
ー
ン
と
な
る
よ
う
、
自
然
環
境
を
で
き
る
限
り
守

リ
育
て
市
民
の
文
化
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
こ
た
え
ら
れ
る
文
化
の
香
り
り
高
い
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
す
。

「
2
1世

紀

の

森
と

広
場

」
は

、

昭

和
5
6
年
に

都

市

計
画

決

定

を

受

け

、
5
7
年

か

ら
用

地
の

取

得

が

始

ま
り

、
6
1
年
か

ら

は

施

設

の

整

備

が

続
け

ら

れ
て

き

ま

し

た

。4

月
2
9
日
(
み

ど
り

の

日
)
に

オ

ー

プ
ン

す

る

の

は

、

総
面

積

五
〇
・
五
㌶
の
八
〇
%
に
あ
た

る
四

〇
ひ

あ

ま

り
で

す

。

利

用
で

き

る

地

域
は

、「
光

と

風

の

広

場
」
「
つ

ど
い

の

広

場

」

「
み

ど

り

の

里
」「
水
と

こ

か

げ

の

広

場
」

と

池

の

周

辺

、
野

草

園

、

樹

林

観
察

区

、

パ

ー
ク

セ

ン

タ

ー
の

予
定
で

す

。

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

パ
'
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内

の
み
ど
り
の
中
心
施
設
と
し
て

建
設
中
で
す
。

常
設
展
示
室
・
:地
球
環
境
か

ら
都
市
と
緑
の
問
題
に
ふ
れ
、

市
内
の
公

園
や
緑
の

情
報
を
提

供
し
た
り
、「
2
1世
紀
の

森
と
広

場
」
の
自
然
環
境
を
中
心
に
分

か
り
や
す
く
学
習
で
き
る
展
示

方
法
で
紹
介
し

ま
す

。

緑
の
相
談
室
…
専
門
の
相
談

員
が
常
駐
し
、
自
然

、
緑
、
花

に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
ま
す
。

サ
ン
ル
ー
ム
・
:窓
辺
や
ベ
ラ

ン

ダ
な
ど
で

育
て
や
す
い
植
物

だ
け
を
集
め
、
紹
介

、
解
説
し

ま
す
。

多
目
的
室
:
各
種
企
画
展

示
・
講
習
会
・
研
究
会
な
ど
の
多

目
的
な
利
用
の
仕
方
が
で
き
、

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
沿

っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
の

皆
さ
ん

も
利
用
で

き
ま
す
。

バ
ー
ワ
シ
ア
タ
ー
…
「
2
1世

紀
の

森
と
広
場
の
楽
し
み
方
」

を
定
期
的
に
上
映
す
る
な
ど
、

ビ
デ
オ

ー
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
学

習
が
で

き
ま
す
。

博
物
館
も
同
時
に
開
館
し
ま
す

市
立
博
物
館

現
在
、
公
園
内
で
は
森
の
ホ

ー
ル
2
1
(文
化
会
館
)
の
建
設
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
博
物
館
は
、

昨
年
6
月
に
建
物
が
完
成
し
、

現
在
、
展
示
の
た
め
の
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
展
示
内
容
は
、

次
の
よ

う
に
な
る
予
定
で
す
。

常

設
展

示

総
合
展
示
・
:松
戸
の
二
万
年

前
か
ら
の
歴
史
を
、
旧
石
器
時

代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
七
つ
の

ゾ
ー
ン

に
分

け
て
展

示
し

ま

す
。

主

題

展

示
・
:
松

戸

の

歴

史
を

理

解
す

る

う
え

で

欠

か
せ

な
い

こ
む
そ
う
で
ら
い
ち
げ
っ
じ

虚

無
僧

寺

一
月

寺
な

ど
四

つ

の

主

題

で

展
示

し

ま

す

。

映
像

展

示

…
コ

ン

ピ

ュ

ー
タ

ー
に

よ

る

歴

史
ク

イ

ズ

な

ど
楽

し

い

番

組

が
そ

ろ

っ
て

い

ま
す
・

資
料

展

示
・
:
縄
文

土

器

を

中

心
に

、

収

蔵
し

て

い

る

資

料
を

随

時
公

開
し

ま

す

。

企

画

展

示

特
定

の

テ

ー
マ

に

基

づ
い

て

展

示

を

行

い

ま
す

。
第

一

回
は

「
写

真
に

み

る

松

戸

」
を

予

定

。

野

外

展

示

縄
文

時

代
の

竪

穴

住

居

を

復

元

し

、

当

時
の

生

活

を

体

験
で

き

る
野

外

展
示

を

行

い

ま

す

。

固

博
物

館
=

博

物
館

開

設

室

登

8
4
-
8
1
8
1

番
、
総
合

公

園
・

パ

ー
ク

セ

ン

タ

ー
=

総

合

公

園

建

設

事
務

所

登
4
6
-
0
1
2
1

番森
の
ホ
ー
ル
2
1

予

約

を
開

始
し

ま
す

「
森
の
ホ
ー
ル
2
1」
(
文
化

会
館
)

の
施
設
の
う
ち
、
大

・
小
ホ
ー
ル

、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

の
利
用
の
予
約
を

2
月
1
5日
㈲
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

憇
文
化
会
館
開
設
室

市
立
博
物
館

施

設

の

概

要

▽
構
造
…
鉄

筋
コ
ン

ク
リ

ー
ト
(
一
部
鉄
骨
)
造
り

地
下
一
階
地
上
二
階
建
て

▽
建
築
面

積
・
:二

、
七
〇
九

・
九
二
回

▽
延
べ
床
面
積
…
五
、
四
四
六
・
七
三
㎡

▽
部
屋
の

構
成
…
企

画
・
資
料
展
示
室
、
総
合
展

示

室
、
主
題
展
示

室
、
収
蔵
庫
、
講
堂
、
プ
レ
イ

ル

ー
ム
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ル

ー
ム
ほ
か

野外展示の「縄文の森と むら 」

3
月
1
4
日

、
県
知

事

選
挙

み

ん
な

そ
ろ

っ
て

投
票

し

ま
し

ょ
う

任
期
満
了
に
よ
る
千
葉
県
知

事
選
挙
が
、
3
月
1
4日

㈲
に
行

わ
れ
ま
す
。

前
回
は
、
平
成
元

年
3
月
1
9

曰
に
行
わ
れ
、
投
票
率
は
県
全

体
で

四
七
・
〇
三
%

、
本
市
は

四
〇
・
四
七
%

で
、
県
の
投
票

率
を
下

回
る
状
況
で
し
た

。

今
回
の
選

挙
は
、
今
後
四
年

間
の
県
政
を
託
す
大
切
な
選
挙

で
す
。

市
民
(
有
権
者
)
の
皆
さ
ん
、

選
挙
や
政
治
に
、
よ
り
一

層
の

関
心
を
持
っ
て

、
棄
権
せ

ず
必

ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

頸
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

再
生

自
転

車
を

販
売

受
付
日
時
2
月
1
9日
窗
午
前

9
時
~

午
後
3
時
と
2
0日
出
午

前
9
時
~
1
1
時
抽
選
・
販
売

日
時
2
月
2
0
日
出
午
前
1
1
時
か

ら
会
場
生
き
が
い
福
祉
セ
ン

タ

ー
(
金
ヶ
作
二
七
七
-
四
)

台
数
・
価
格
四
十
台
・
一
台
五

千
円
一
万
一
千
円
交
通
五

香
駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小

新
山
行
き
ま
た
は
柏
陵
高
校
行

き
」
で
、
新
栄
町
入
口
下
車
(
五

香
駅
午
前
9

時
2
1分
・
3
0分
、

1
0時
4

分
発
が
あ
り
ま
す
)

※
抽
選
日
当
日
(
2
0日
)
は
、
五

香
駅
東
口
午
前
1
0時
2
0分
発

の
事
業
団
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が

あ
り
ま
す
(
迎
え
の
み
)
。
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。生

き
が
い
福
祉
事
業
団
容

8
4
1
Qり
1
Q
)
1番

教
育

委
員

会
会

議
を

開
催
し

ま
す1

月
2
1日
出
午
後
2

時
3
0分

か
ら

会
場
教
育
委
員
会
教
育

長
室

薦
教
育
委
員
会
庶
務
課
秘
書
係

6
6
-
7
4
5
5
番

市

職
員

募
集

職
種
・
人
員
①
養
護
老
人
ホ

ー
ム
松
風
荘
の
調
理

員
・
寮
母

各
一
名
②
作
業
員
・
用
務
員
・

調
理
員
各
若
干

名
③
看
護
婦
一

名

応

募
資
格
①
～
②
昭
和
2
7

年
4

月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
人

③
昭
和
3
7年
4

月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
、
市
内
の
医
療
機
関
に

勤
め
て
い
な
い
人

圃
1

月
2
9日
廁
ま
で
に

、
必
要

書
類
を
添
え
て

人
事
課
人
事
係

へ松

戸
駅
市

民
ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

利

用
受

け
付

け
と

説
明

会

1
月
2
5日
㈲
午
後
6

時
3
0分

(
時
間
厳
守
)

会
場
教
育
委
員

会
六
階
会
議
室
(
京
葉
ガ
ス
F

松
戸
ビ
ル
)

持
ち
物
筆
記
用

具
・
印
鑑

※
4

月
か
ら
6

月
末
の
利
用
に

つ
い
て
受
け
付
け
ま
す
。
空

き
が
あ
る
場
合
は
、
1
月
2
7

日
團
か
ら
社
会
教
育
課
で
電

話
受
け
付
け
を
し

ま
す
。

蠢
社
会
教
育
課
成
人
教
育
係

登

6
6
-
7
4冖
n
)
り乙
番

国

民
健
康

保

険
料
収

納
員

募

集
対
象
心
身
と
も
に
健
康
で
、

収
納
業
務
に
専
念
で

き
る
人

定

員
若
干

名

担
当

地
区
日

暮
・
牧
の
原
・
五
香
六
実
・
馬
橋
・

中
和
倉
・
根
本
・
古
ヶ
崎
ほ
か

圃
1

月
2
9日
廊
ま
で
に

、
国
民

健
康
保
険
課
保
険
料
収
納
係
へ

相談のご案内

内 容 交通事故・市政・一般相談

日 時 月~金曜日午前8時30分~午後5時

会場 市民相談室

※相談はすべて無料です

酸市民相談室



(仮称) パークセンター( 左) と

(仮称) カフェテラス( 右) の完成予想図

市長の

窓
平
成
5
年
4
月
1

日
は
、

市
制
施
行
五
十
周
年
記
念
日

で

す
。

本
市
の
市
制
は
昭
和
1
8年

4
月
1
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
太
平
洋
戦
争
の
真
っ
た

だ
中
で
、
国
民
皆
「
欲
し

が

り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
の

合
言
葉
の
下
、
す
べ
て

が
戦

争
遂
行
に
動
員
さ
れ
て
い
た

時

代
に

市
と

な
っ

た
の

で

す
。し

か
も
昭
和
2
0年
8

月
1
5

日
の

終
戦
、
敗
戦
時
の
日
本

は
、
衣
食
住
に

事
欠
き
、
ち

ま
た
に
は
失
業
者
が
あ
ふ
れ
、

果
た
し
て
日
本
は
立
ち
直
れ

る
の
か
と
、
皆
不
安
に
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
日
本

国
民
の
英
知
と
勤
勉
さ
に
よ

っ
て

、
昭

和
3
0
年
初
に

は

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
立
ち

直
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
思
い

起
こ
し
ま
す
と
、
現
在
の
日

本
の
繁
栄
、
豊
か
さ
、
自
由

は
、
夢
の
よ
う
で
す
。

松
戸
市
も
、
街
づ
く
り
に

本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た

の
は
、
昭
和
三
十
年
代
以
降

の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
高

度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
、
人

口
の
増
加
も
急
激
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

最
近
の
松
戸
市
は
、
人
口

が
約
四
十
六
万
二
千
人
。
人

口
増
加
率
も
落
ち
着
い
て

き

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
小
・

中
学
校
や
保
育
所
の
建
設
、

急
激
な
宅
地
化
に
よ
る
浸

水

区
域
解
消
の

た
め
の
水
路
整

備
事
業
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
人

口
増
加
に
伴
う
様
々
な
問
題

解
決
に
重
点
を
置
く
行
政
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

市
議
会
や
皆
さ
ん
の
ご
理

解
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
問

題
は
よ
う
や
く
解
決
し
、
ま

た
は
近
く
解
決
の
見
通
し
と

な
り
、
今
で
は
、
未
来
を
目

指
し
た
街
づ
く
り
に
取
り
掛

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し

た
時
期
に
、
市
制
五

十
周
年
の
記

念
の
年
を
迎
え

る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。

今
松
戸
市
で
は
、
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
、

年
次
計
画
に
よ
り
諸
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
私
は
市

制
五
十
周
年
の
記
念
の
年
を

有
意
義
な
年
と
い
た
し
た
く
、

未
来
を
目
指
し

た
諸
事
業
に

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ

ら
の

事
業
の
主
な
も
の
を
串

し

述
べ
ま
す
と

私
は
最
近
、「
水
と
緑
と
文

化
の
街
づ
く
り
」
と
申
し
上

げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
象
徴

的
な

事
業
で
あ
る
「
二
十
一

世
紀
の
森
と
広
場
」
は
よ

う

や
く
完
成
に
近
付
き
、
4
月

2
9日
の
「
み
ど
り
の
日
」
に

は
開
園
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
森

と
広
場
の
入
口
付
近
に
建
設

中
の
博
物
館
は
、
す
で
に
建

物
は
竣
(
し

ゅ
ん
)
エ
し
、
各

種
展
示
の
準
備
中
で

、
公
園

と
同
時
に

開
館
さ
れ
る
で
し

ょ
う
。
今
や
、
松
戸
が
ふ
る

さ
と
と
な
っ
た
お
子
さ
ん
方
、

松
戸
に
移
り
住
ん
で
来
ら
れ

た
方
々
に
と
っ
て
、
松
戸
を

知
る
た
め
の
良
い
場
所
と
な

る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ

ー
ル
そ
の
他
の
施
設
を
整
え

た
、
県
下
随
一
と
い
わ
れ
る

文
化
会
館
(
博
物
館
の
前
面

に

建

設
中

の

「

森
の

ホ

ー
ル

2
1」
)
も
、
1
1月
の

文

化

の
日

に
は

開
館

の

予

定
で

す

。

遅
れ

て

い

た

、
新

松

戸
に

建
設

予
定
の

音
楽

ホ

ー
ル

も
、

記

念

事
業

の

一
環

と

し
て

、

間

も
な

く

着
工

の

運

び

と
な

る
で

し

ょ

う

。
ま

た

昨

年
1
2

月
の
議
会
で
「
川

を
き
れ
い

に
す
る
条
例
」
が
議
決
と
な

り
ま
し
た
の
で

、
本
格
的
に

河
川
の
水
質
浄
化

を
図
っ
て

い

き
ま
す
。

高
塚
の
国
立
病
院
跡
地
の

払
い
下
げ
を
受
け

、
こ

れ
を

本
市
の
福
祉
医

療
セ
ン
タ
ー

と
す
る
事
業
も
着
々
と
進
ん

で

お
り
、
年
内
に
は
開
院
の

運
び
と
な
り
ま
す

。

こ
れ
ら
の

詳
細
に
つ
い
て

は

、
機
会
を
得
て
、
個
々
に

お
知
ら
せ
し

た
い
と
思
い
ま

す

。目
下

、
市
制
施
行
五

十
周

年
の

記

念
事

業
に
つ

い
て

は
、

市

民
の

各
界

各
層

の

方
々
に

委
員
と
な
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
実
行
委
員
会
で

協
議
中
で
す
が
、
有
意
義
な
、

価
値
あ
る
記
念
事
業
と
し
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
市
制
施
行
五
十
周
年
の
記
念
の
年
で
す

宮
間
満
寿
雄

松戸市も50歳になりました

(仮称) パークセンター
施 設 の 概 要

[〉構 造…鉄筋コン クリート( 一部鉄骨) 造り、地上2 階建て

[〉建 築面積……700.13「TT

D 延 べ床 面積…991.63m"

【〉部屋の構成…常設展示室、多目的室、緑の相談室、サンルーム、パー/フシフフターほか

2
1
世
紀
の
森
と
広
場
内

(
仮
称
)
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
等
の

事
業
者
を
募
集

「
2
1世
紀
の
森
と

広
場
」
内
に

建
設
中
の

(
仮
称
)
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
等
の
営
業
を
希
望
す

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
…
開
園
と
同
時
に
営
業
を

開
始
し
、

そ
の
後
引
き
続
き
三

年
以
上
継
続
し
て

営
業

で

き
る
、
意
欲
あ
る
事
業
者
(
市
内
・
市
外

を
問
わ
ず
)

店
舗
等
の
内
容
・・・
①
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
=

洋

風
軽
飲
食
、
床
面
積
三
百
九
十
一
平
方
㍍

一
階
三
十
二
席
、
二

階
二
十
席
、
テ
ラ
ス
ニ

十
席
②
茶
店
=
純
和
風
軽
飲
食
、
床
面
積
六

十
二
平
方
㍍
約
十
席
③
博
物
館
内
喫
茶
コ

ー
ナ

ー
=
飲
み

物
主
体
純
喫
茶
、
床
面
積
五

十
七
平
方
㍍
約
二
十
席
④
そ
の
他
売
店
等

※
①
~

④
ま
で

一
括
営
業
、
ま
た
は
個
々
に

営
業

惠
1
月
2
9日
廊
ま
で
に
、
電
話
で
総
合
公
園

建
設
事
務
所
容
4
6
-
0
1
2
1
番
へ

※
2
月
8

日

に

説
明
会
を
開
き
ま
す
。

博
物
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
完
成
予
想
図

完
成
し
た
博
物
館
の
外
観

あ
な
た
の
健
康

古
く
か
ら
温
泉
は
疲
労
回

復
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、
疾
患
の

予
防
や
療
養
に
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
最
近
で
は
、
温

泉
気
分
を
手
軽
に
自
宅
で
味
わ

え
る
い
ろ
い
ろ
な
入
浴
剤
が
開

発
、
市
販
さ
れ
盛
ん
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
患
者

さ
ん
か
ら
、
そ
の
効
果
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。

入
浴
剤
の
効
果
は

現
在
市
販
さ
れ
て

い
る
入
浴
剤
は
、
大

別
す
る
と
ナ
ト
リ
ウ

ム
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど

の
塩
類
を
主
成
分
と

し
た
人
工
塩
類
泉
、

炭
酸
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
る
人
工
炭
酸
泉
、

薬
草
を
成
分
と
し
た

生
薬
入
浴
剤
、
人
工

硫
黄
泉
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

ら
入
浴
剤
は
天
然
の

温
泉
と
は
異
な
る
も
の
で

す
。

天
然
の
温
泉
に
は

、
多
く
の
複

雑
な
成
分
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

高
い
化
学
物
質
に
よ
る
、
す
ぐ

れ
た
効
果
が
あ
り
ま
す
。

し
か

し

入
浴

剤
に
つ

い
て

も
、
そ
の
化

学
成
分
か
ら
、
入

浴
後
の
保
温

性
、
保
湿
性
、
血

行
促
進
い

清
浄
作
用
、
さ
ら
に

入
浴
に
よ
る

精
神
的
、
肉
体
的

疲
労
回
復
な
ど
の
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

使
用

上

の
注
意

と
き
に
入
浴
剤
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
皮
膚
炎
を
み
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
長
時
間
の

入
浴
、
多
い
入
浴
回
数
、
説
明

書
を
無
視
し
た
入
浴
剤
の
希
釈

の
誤
り
な
ど
が
、
主
な
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
古
く
か
ら
慢
性

皮
膚
炎
疾
患
の
治
療
に
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
、
硫
黄
泉
に
よ

る
皮
膚
炎
が
あ
り
ま
す
。

硫
黄
泉
は
、
本
来
単
純
硫
化

水
素
泉
で
、
弱
ア
ル
カ
リ
で
す

が
、
希
釈
後
放
置
す
る
と
硫
酸

イ
オ
ン
が
増
え
、
酸
性
の
硫
黄

泉
と
な
り
、
皮
膚
炎

の
原
因
と
な
り
ま

す
。従

っ
て
、
希
釈
後

一
～
二
時
間
以
内
に

入
浴
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
と

っ
て
、
入
浴
は
皮
膚

を
清
潔
に
し
、
保
湿

性
を
高
め
る
大
切
な

補
助
的
治
療
法
と
い

え
ま
す
。

し
か
し
入
浴
剤
に

よ
っ
て
、
か
え
っ
て

皮
膚
の

乾
燥
と
か
ゆ
み
を
増
す

こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で

、
入
浴

後
は
外
用
剤
に
よ
る
適
切
な
処

置
を
忘
れ
な
い
で

く
だ
さ
い

。

確
か
に

入

浴
剤

に
よ

っ
て

は
、
そ
の
含
ま
れ
て
い
る
化
学

成
分
か
ら
、
薬
効
を
期
待
で

き

る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般

に
は
あ
ま
り
効
果
に
こ

だ
わ
ら

ず
に
、
そ
の

芳
香
や
色
な
ど
を

楽
し
み
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
利

用
す
る
の
が
無
難
と
い
え

ま
し

ょ
う
。

(
松
戸
市
医
師
会
)

入浴剤について



名 称 募 集

北小金駅南口

再開発地区

す
て
き
な
名
前
を
待
っ
て
い
ま
す

完成予想模型と工事が進む北小金駅南口( 上)

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
で
は
、

J
R
常
磐
線
北
小
金
駅
前
で

現

在
建
設
中
の
再
開
発
地
区
の
名

称
を
募
集
し
ま
す
。

北
小
金
駅
の
南
口
約
一
万

六

千
平
方
㍍
の
地
区
に
は
、
住
宅
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン

タ
ー
・
銀

行
・
官
公

署
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

な
ど
の
入
る
、
再
開
発
ビ
ル
や

駅
前
広
場

が
平
成
5

年
度
中
に

は
完
成
す
る
予
定
で
す

。

賞
…
大
賞
（
一
人
）
二
十
万

円
、
入
選
(
五
人
)
各
一
万
円
、

佳
作
（
十
人
)
各
五
千
円

岌
結
果
は
3
月
下
旬
に

、
直
接

当
選
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

匣
2

月
1
0日
困
(

当
日
消
印
有

効
)
ま
で
に
、
官
製
ハ
ガ
キ
ま

た
は
所
定
の
応
募
ハ
ガ
キ
に
名

称
・
意
味
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
2
7
0
松
戸
市
小
金
き
よ
し

ヶ
丘
一
-
ニ

ー
ハ

住
宅
・
都
市

整
備
公
団
北
小
金
駅
前
再
開
発

事
務
所
ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集
係

(
登
4
5
-
9
2
1
6
番
)
へ

※
ハ
ガ
キ
一
枚
に
一
案
と
し
、

何
通
で
も
応
募
可

。
所
定
の

応
募
ハ
ガ
キ
は
、
公
団
再
開

発
事
務
所
・
市
民
課
・
各
支

所
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。

クリンクル協力店を募集

市
で
は
、
消
費
者
と
商
業
者
が
互
い
に
協

力
し
て

、
ご
み
減
量
と
リ
サ
イ

ク
ル
運
動
を

進
め
る
た
め
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
活
動

を
積
極
的
に
行
う
小

売
販
売
店
を
「
ク
リ
ン

ク
ル

協
力
店
」
に

認
定
し
ま
す
。
次
に
よ
り

「
ク
リ
ン
ク
ル

協
力
店
」
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
で

営
業
し
て
い
て

、
①
簡
易

包
装
の

推
進
②
使
い
捨
て
容
器
の

使
用
自
粛

③
紙
パ
ッ
ク
の
回
収
④
食
品
用
ト
レ
イ
の
回

収
⑤
空
き
缶
の
回
収
⑥
空
き
び
ん
の
回
収

⑦

買
い

物
袋
持
参
運
動
の

推
進
⑧
エ
コ
マ

ー
ク

付
き
商
品
の
販
売
推
進
⑤
環
境
に
や
さ
し
い

商
品
の
販

売
推
進
⑩
リ
サ
イ
ク
ル

製
品
の
販

売
推
進
⑩
そ
の
他
、
ご
み

減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル

活
動
の

推
進
に
つ
な

が
る
活
動
の
う
ち
、

一
つ
以
上

実
施
し
て
い
る
小
売
販
売
業
者

匣
2

月
1
日

㈲
か
ら
、
ご
み

を
減
ら
す
課
・
商
工
会
議
所
に
備

え
付
け
の
申
込

書
で
、
ご
み

を
減
ら
す
課
へ

※
認
定
さ
れ
た
店
舗
に
は
、
認
定
証
と
表
示
板
を
交
付
し

、
広

報
な
ど
で

協
力
店
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。

頽

ご
み
を
減
ら
す
課

1
2月
定
例
市
議
会
終
わ
る

床

下

薬

剤

散

布

床
下
薬
剤
散
布
を
2
月
1
日

か
ら
6
月
2
8日
ま
で
の
予
定
で

行
い
ま
す
(
日
程
は
順
次
広
報

ま
つ
ど
に
掲
載
)
。

当
日
は
市
職
員
が
各
家
庭
に

伺
い
、
ノ
ミ
・
ダ
二
等
の
発
生

を
防
ぐ
薬
剤
を
床
下
の
通
風
口

か
ら
散
布
し
ま
す
。

※
雨
で
中
止
の
場
合
は
全
日
程

終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。
延

期
分
の
日
程
に
つ
い
て
も
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

默
生
活
環
詭
課
環
境
衛
生
係

平 成5 年 床 下 薬 剤 散 布 日 程 表

() は午後に実施

期 日 散布町会・自治会

2/1 側 新松戸1丁目・4丁目・5丁目・(新松戸2丁目)

2(火) 横領・横領2丁目・新松戸北1丁目・2丁目・(新松戸東)

3團 新松戸6 丁目・7 丁目

4附 南新松戸・ゆうかり・(新松戸3 丁目)

5廁 馬橋寿第1第2・第3・(馬橇みどり・新松戸南)

8(月) 馬橋中央・三村新町

9(火) 馬橋住吉・虹の街

10伽 主水新田・小金下谷・旭町・七右工門新田

12喞 馬橋下宿・馬橇北・馬橋坂

15(月) 馬橋中宿・馬橋前田・馬橋西・(馬橋上宿)

16C火) 中和倉第1 ・第2 ・第3

17團 新作第1 ・第2 ・第3

1肺 幸谷

19廁 三ヶ月・竜房台

22(月) 八ヶ崎新町・中根

23関 八ヶ崎〔子安神社より東側〕

2梱 八ヶ崎〔子安神社より西側〕

25附 小金原2 丁目・根木内

2籐 小金原1 丁目・小金原4 丁目

1
2月
定
例
市
議
会
が
、
1
2月

9
日
~
2
1日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。平

成
4
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
、
条
例
の
制
定
、
契
約
の

締
結
な
ど
十
六
件
の

議
案
が
上

程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
の
主
な
内
容
は

、
次
の

と
お
り
で
す
。

補

正

予

算

平
成
4
年
度
松
戸
市
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第
二
回
)
=
・

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
十
一
億
五
千
五
百
八
十

一
万
一
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
一
千
百
八
十
三
億
四
百

二
十

六
万

五

千

円
に
し

ま

す
。

条

例

の

制

定

松
戸
市
文
化
会
館
条
例
・
:文

化
会
館
を
設
置
す
る
た
め

川
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
・
:

市
内
河
川
に
清
流
を
復
活
さ

せ

る
た
め

条

例

の

一
部

改

正

松
戸
市
議
会
議
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
…
近
隣
都
市
と
の
均
衡

を

考

慮
し

、

市

議
会

議

員
の

報
酬

の

額

を
改

定
す

る

た
め

▽

特
別

職

の

職

員
の

給

与

及
び

費
用

弁

償
の

支

給
に

関

す

る

条
例

の

一

部

を
改

正

す

る

条

例
…

近

隣

都

市
と

の

均

衡
を

考
慮

し

、

特
別

職
の

職

員
の

給
料

及

び

報
酬

の

額

を

改

定

す
る

た

め

松
戸

市

吏

員
退

職

年

金

等
の

年

額

の

改

定
に

関
す

る

条

例

の

一
部

を

改
正

す

る
条

例
・・
・

恩
給

法

の

改
正

に

準

じ

、
退

職
年

金

等
の

年
額

を

改

定

す

る
た

め

松
戸

市

家

庭

奉
仕

員

派

遣

手

数
料

徴

収

条

例
の

一
部

を

改

正

す

る
条

例
・・・
家
庭

奉

仕

員

派
遣

手

数

料
の

改
定

等

を

図

る
た

め

契

約

の

締

結

「

仮
称

」

和

名

ケ
谷

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

搬
入

路
整

備
工

事
(
そ
の
一
)
・
・
・
清
掃
施
設

へ

の

搬

入

路

を

整
備

す

る

た

め

「川をき れいにする 条例」も制定さ れました(馬橋地区の新捌||)

松
戸
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
の

作
成
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た

悪
質
な
消
火
器
販
売
に
ご
用
心

最

近

、

服

装
や

言

葉

遣
い

を

消
防
署
員
に
似
せ
、
「
消
防
法
の

改

正

に

よ

り

消
火

器

の

設

置
が

義

務
付

け

ら

れ
ま

し

た

」
な

ど

と

偽
り

、

消

火

器
を

売

り
つ

け

る
悪

質
業

者
が
増
え

て
い

ま

す
。

確
か

に

消

防
法

の

改
正

に

よ

り

、
商

店

や

事
業

所

は

、

昨

年

1
1 月

末

ま
で

に

、
旧

規

格
の

消

火

器
は

取

り

替
え

な

け

れ

ば
な

り

ま
せ

ん

で
し

た

が
、

一

般
の

家

庭
で

は

、

消
火

器
の

設

置

義

務
は

あ

り

ま
せ

ん

。

消

防

署

員

が

各

家

庭

を

回

り

、
消

火

器

を
販

売
す

る
こ

と

は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
商
品
を
訪
問
販

売
で
無

理
に
買
わ
さ
れ
た
り
、
購
入
後

気
に
入
ら
な
か
っ
た
り
し
た
場

合
、
購
入
日
(
契
約
日
)
を
含
め

た
八
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
契
約

を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し

、
三
千
円
以
下
の
商

品
の
場
合
は
、
適
用
外
に
な
り

ま
す
。

訪
問
販
売
や
商
品
購
入
で
、

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
市
役

所
内
)
a
6
5
-
6
5
6
5

番

新しい規定の消火器 わ
が
国
は
、
今
や

世
界
一
の

長
寿
国
に
な
り
ま
し

た
。
二
十

一
世
紀
に
は
、
四
人
に
一
人
が

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で

も
、
平
成
3

年
1
0月
に
、

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
全
人

口
の
七
・
一
%

と
な
り

、
高
齢

化
社
会
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。高

齢
者
と
い
っ
て

も
、
活
発

に
趣
味
や
仕
事
で
活
動
し
て
い

る
人
も
い
れ
ば
、
寝
た
き
り
や

物
忘
れ
な
ど
が
進
ん
で

、
日
常

生
活
で

援
助
や
介
護
を
必
要
と

す
る
人
も
い

ま
す
。

こ

の
よ
う
な
高
齢
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
価
値
観
や
生
活
ス

タ
イ

ル
の
違
い
に

応
じ
ら
れ
る
社
会

の
あ
り
方
や

、
行
政
の
あ
り
方

を
見
定
め
、
二
十
一
世
紀
の

高

齢
化
社
会
に

向
け
て

計
画
的
な

基

盤
整

備

を

行

う
た

め

、

市

町

村
に

「
老

人

保

健

福
祉

計

画
」

の
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た

。市
で

は

、

平

成
5

年
度

中
に

「

松

戸

市

老

人

保

健

福

祉

計

画

」
を

作

成

す

る

た
め

に

、

昨

年
1
1
月
に
、
市
民
の
代
表
や
学

識

経

験

者
か

ら

な

る

「
松

戸

市

老

人

保

健

福

祉

計

画

懇

談

会

(
大
森
彌
委
員
長
)
」
を
設
置
。

さ

ら
に

広
く

市

民
の

皆
さ

ん

の

意

見

を
反

映

す

る

た
め

、
一

般

市

民

調
査
・
高

齢

者
一

般

調

査
・

要

介

護

高
齢

者

実

態

調
査

も

行

い

ま
し

た

。

今

後

、
こ

れ

ら
の

調
査

結

果

を

分

析
し

、

検

討

を

加
え

て

、

二

十

一

世
紀

の

高

齢
化

社
会
へ

向

け

、

市
の

基

盤

整

備
計

画

の

作

成

を

進
め
て

い

き
ま

す

。

な

が
い

き

課



2月16日～3月15日

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

明るい暮らしは納税から

所

得

税

の

確

定

申

告

申

告
(
納
税
)
期
間
…
2
月
1
6

日

㈹
~
3

月
1
5日
㈲

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
・・・
①
事
業
や
不
動
産
の
所
得

な
ど
が
あ
る
人
で
、
昨
年
中
の

所
得
金
額
の
合
計
が
、
扶
養
控

除
な

ど
の
各
種
控
除
額
を
超
え

る
人

②
み
な
し
法
人
課
税
を
選

択
し
た
人
③
給
与
所
得
の
あ
る

人
で

、
昨
年
中
の
給
与
収
入

金

額
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人

や
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
、

ま
た
は
二
ヵ

所
以
上
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
人
④

譲
渡
所
得
の
あ
る
人
(

各
種
課

税
の
特
例
を
受
け
る
場
合
に
も
、

申
告
が
必
要
で

す
)

※
申
告
の
基
に
な
る
資
料
を
整

理
し
、
収
入
や
経
費
の
確
認

を
十
分
に
行
い
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の

還
付
申

告

今
月
か
ら
還
付
申
告
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
税
務
署
は
3

月
に
な
る
と
た
い
へ
ん
混
雑
し

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
2
月
中

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
で
き
る
人
…
①
医
療
費

控
除
の
あ
る
人
(
原
則
と
し
て

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
を
差
し
引
い
た
負
担
金
額

が
十
万
円
を
超
え
る
人
)
②
住

宅
取
得
等
特
別
控
除
の
あ
る
人

（
一
定
要
件
の
住
宅
の
取
得
、

ま
た
は
百
万
円
を
超
え
る
増
改

築
を
し
た
人
)
③
年
の
中
途
で

退
職
し
、
そ
の
後
再
就
職
し
て

い
な
い
人

申
告
に
必
要
な
書
類
…
①
医

療

費
控

除
=
医

療

費
の

領

収

書
・
源
泉
徴
収
票

②
住
宅
取
得

等
特
別
控
除
=
家
屋
の

登
記

簿

謄
本
・
住
民
票
・
諸
費
契
約

書

ま
た
は
売
買
契
約
書
の

写
し
・

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金

の

年
末
残
高
等
証
明
書
・
源
泉

徴
収
票
・
増
改
築
工
事
証
明

書

ま
た
は
建
築
確
認
通
知
書
(
百

万
円
超
の
増
改
築
し
た
場
合
の

み
)

③
中
途
退
職
=

源
泉
徴
収

票
・
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
・

損
害
保
険
料
控
除
証
明
書
(
支

払
っ
た
社
会
保
険
料
の

額
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
)

贈

与

税

の

申

告

申
告
(
納
税
)
期
間
…
2
月

―

日
㈲
~
3

月
1
5日
囲

申
告
の
必
要
な
人
…
①
昨
年

中
に
個
人
か
ら
不
動
産
・
現
金
・

株
式
な
ど
六
十
万
円
を
超
え
る

財
産
の
贈
与
を
受
け
た
人

②
配

偶
者
控
除
や
住
宅
取
得
資
金
の

特
例
の
適
用
を
受
け
る
人

個

人

事

業

者

の

消

費

税

の

申

告

申
告
(
納
税
)
期
限
・
:
3
月
3
1

日
困申

告
が
必
要
な
人
=
・
課
税
し

な
い
部
分
の
金
額
を
差
し
引
い

た
金
額
(
課
税
売
上
高
)
が
三
千

万
円
を
超
え
る
人

平

成
4

年

分

所

得

税

の

改

正

に

つ

い
て

不
動
産
所
得
に
係
る
損
益
通

算
の
改
正

…
原
則
と
し
て
、
借

入
金
の
利
息
は
経
費
に
な
り
ま

す
が
、
不
動
産
所
得
に
計
算
上

損
失
が
生
じ
た
場
合
は
、
損
失

金
額
の
う
ち
の
土
地
な
ど
に
係

る
借
入
金
利
息
に
つ
い
て
は
、

損
失
が
な
か
っ
た
も
の
と
み
な

し
ま
す
。

蠢
松
戸
税
務
署
容
6
3
-
1
1
7

1
番
ま
た
は
税
務
相
談
室
松
戸

分
室
容
6
7
1
5
4
1
6番

会
場

日

時
白
色
申
告
の
事
業

所
得
者
を

対
象
と
し
た
決

算
説
明

会

松
戸
商
工
会
館

1
/

剄
一
困
・
2
2廊

午
前
1
0時
~

正
午

午
後
1

時
~
3

時

平
成
5
年
度

市
立
中
部
小
・
小
金
小
付
属

幼
稚
園
児
を
再
募
集

中
部
小
・
小
金
小
付
属
幼
稚

園
と
も
定
数
に
余
裕
が
あ
る
た

め
、
再
募
集
し
ま
す
。

入
園
資
格
市
内
に
住
所
を
有

す
る
、
昭
和
6
2年
4
月
2
日
~

6
3年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ

た
幼
児

圃
該
当
す
る
幼
児
の
住
民
票
一

通
と
印
鑑
を
持
っ
て
各
幼
稚
園

へ蠢
学
務
課
。一一
6
6
-
7
4
5
7番

高
等
学
校
入
学
資
金
貸
付
金

を
受
け
付
け
中

対
象
今
春
、
高
校
(
高
等
専

門
学
校
を
含
む
)
へ
入
学
す
る

生
徒
が
い
て
、
経
済
的
理
由
で

入
学
困
難
な
保
護
者

貸
付
限

度
額
三
十
万
円
以
内
(
公

立
と

私
立
で
は
額
が
異
な
り
ま
す
)

資
格
①
成
績
良
好
、
品
行
方
正

で

出
身
中
学
校
長
が
推
薦
し
た

健
康
な
生
徒
②
保
護
者
が
引
き

続
き
一
年
以
上
市
内
に
居
住
し

て
い
る

③
市
内
に
居
住
す
る

確

実
な
連
帯
保
証
人
が
い

る

受

付
1

月
2
9日

窗
〔
土
・
日

曜
日

は
除
く
〕
ま
で
の
午
前
8

時
3
0

分
~

午
後
5
時

圜
援
護
課
援
護
係

小

・
中

学
校
入

学
通

知
書

を

各

家
庭

に
郵

送

今
春
小
・
中
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約

四
千
九
百
人
で

す
J

入
学
通
知
書
は
今
月
中
に

各

家
庭
に
郵
送
す
る
予
定
で

す
。

該
当
す
る
お
子
さ
ん
が
い
て

、

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、

ご

連

絡
く

だ

さ

い

。

蠢

学

務

課

昔
6
6
-
7
4
5
7

番

財

形

教

育

融

資

の

ご
利

用

を

雇

用

促

進
事

業

団
で

は

、

財

形

貯

蓄

を

し

て

い

る

勤

労

者

に

、

本
人

ま
た

は

親

族

が
、

進

学
や

在

学

中
に

必

要
な

教
育

資

金

の

融

資
を

行

っ
て

い

ま

す

。

蠢

雇

用

促

進
事

業

団

千

葉
雇

用

促

進

セ
ン

タ
1
{
一一
0
4
3
-
2
4
8
-
7

7
6
6

番

学

童

保

育

指

導

員

募

集

対

象

情

熱
を

も

っ
て

、
子

ど

も
と

楽
し

く

遊

べ

る

女

性
(

経

験
不

問
)

内

容

小

学

校
低

学

年
児

童
の

保
育

・
待

遇
月

額

十

三

万

円
(

社
会

保

険

・

諸
手

当

有
り
)

蠢
上
本
郷
学
童
保
育
所
音
6
5
1

3
2
7
6

番
(

午
後
1
時
～
6

時
の
み
)

学

童
保
育

指
導

員

募
集

勤
務
時
間
午
前
1
1
時
3
0
分
~

午
後
6
時
(

土
曜
日
は
4

時
ま

で
)

対
象
三
十
五
～
四
十
二

歳
の

女
性
で

、
専
門

学
校
卒
業

程
度
の
人
。
経
験
不
問
。
三
年

間
以
上
勤
務
可
能
で
あ
る
こ

と
。

松
戸
市
民
に
限
る
勤
務
地
常

盤
平

学
童
保
育
園
(
常
盤
平
四

丁
目
)

給
料
日

給
月
給
制
、

交
通
費
支
給

践
常
盤
平
学
童
保
育
園
・
長
容

8
7
-
n乙
R
)
7
0番

千

葉
県

生
涯

大
学

校
の

学
生

(
5
年
度
)

募

集

対
象
県
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
人

定
員
福
祉
科
七
十
人
、

生
活
科
三
十
人
、
園
芸
科
七
十

人

学
園
東
葛
飾
学
園
(
上
矢

切
二
九
九
i
一
総
合
福
祉
会
館

内
)

費
用
無
料
(

実
習
費
用

の
負
担
有
り
)

入
学
案
内
配

布
場
所
な
が
い
き
課
・
各
老
人

福
祉
セ
ン

タ
ー
・
東
葛
飾
支
庁

社
会
福
祉
課

募
集
期
限
2

月

1
9日
窗

茴
千
葉
県
老
人
大
学
校
事
務
局

容
0
4
3
-
2
6
6
-
4
7
0
5

番

松
戸

地
区
労

務
管

理
講

座

2
月
8
日
囲
午
後
2
時
～
4

時

会
場
松
戸
地
域
職
業
訓
練

セ
ン
タ
ー
「
テ
ク
ノ
2
1」
示

金

原
一
-

一
九
-

三
、
北
小
金
駅

徒
歩
十
三
分
)

対
象
市
内
事

業
所
の

経
営
者
、
労
務
担
当
者

な
ど
先
着
百
人

テ
ー
マ

人
材

の

確
保
と
従
業
員
の
能
力
開
発

の

進
め
方
に
つ
い
て

講
師
経

営
コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト
・
田
川
義

雄
氏

費
用
無
料

匣
電
話
で
商
工
課
労
政
係
へ

平

成
4

年

度
職

業
訓
練

指
導

員
試

験

受
け
付
け
期
間
1

月
2
5日
囲

~
2
月
5
日
窗

試
験
3
月
7

日
㈲
午
前
1
0時
3
0分
か
ら
千
葉

県
テ
ク
ノ

ピ
ラ
ミ

ヴ
ド
(
幕
張
)

で蠢
千
葉
県
商
工
労
働
部
職
業
能

力
開

発
課

民
間
訓

練

係
昔
0
4
3

-
詞一
1
2
7
5
4

番

和
太

鼓
連

盟
が
発

足
し

ま
す

市
内
で
和
太
鼓
の
団
体
・
サ

ー
ク
ル

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
連

絡
し
て

く
だ
さ
い

。

憇

つ

つ

み

連

・

鈴

木

容
4
4
-
8

9
7
1

番

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類

は

「

燃

や

せ

な

い

ご
み

」

に

市
で

は

、

ご
み

の

収

集

を

。

「
燃

や
せ

る

ご
み
」「
燃

や
せ

な

い

ご
み

」
「
粗

大

ご
み

」
「

資
源

ご
み

」
「
有

害

ご
み

」
の

五
つ

に

分

け
て

行

っ
て

い

ま
す

。

合

成
樹

脂

類

、
い

わ

ゆ

る

プ

ラ
ス

チ

ッ

ク

類
に

つ

い
て

は

、

焼

却
の

際

の

発
熱

量

が

高
く

、

焼

却
炉

を

損

傷
さ

せ

る

恐

れ

が

あ

る

た

め

、
「
燃

や

せ

な
い

ご

み

」
と
し
て

収

集
し

て

い

ま

す
。

最
近

に

な

っ
て

、

低
カ

ロ

リ

ー

あ
る

い

は

塩
素

を

含

ま
な

い

合

成
樹

脂

類

も

開
発

さ
れ

、
ポ

リ

袋
な

ど

の

製
品

と
し

て

販

売

さ
れ

る

よ

う
に

な

り

ま
し

た

。

将
来
的
に
は
、
焼
却
技
術
や

公
害
防
止
技
術
の
進
歩
に
よ
っ

て
焼
却
処
理

が
で

き
る
よ
う
に

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ

、
他
の
合
成
樹
脂
類

と
区
別
す
る
こ

と
は
困
難
で
す

の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
「
燃

や
せ
な
い

ご
み
」
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
燃
や
せ
る

ご
み
」
は

必
ず
紙
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く

だ
さ
い

。

黯
清
掃
第
一
課
業
務
係

償
却
資
産
の
申
告
は
2
月
1
日
ま
で
で
す

平
成
5

年
1
月
1
日
現
在
、

市
内
に

事
業
用
の
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法

人
は
、
早
め
に
市
役
所
資
産
税

課
税
課
ま
で

申
告
し
て

く
だ
さ

い

。正
当
な
事
由
が
な
く

申
告
し

な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
申
告
を

し
た
場
合
は
、
過
料
等
を
科
さ

れ
た
り
、
不
利
益
な
扱
い
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

蠢
資
産
税
課
税
課
償
却
資
産
係

商
店
街
近
代
化
講
習
会

日 程 会場

1/25(l月) 稔台市民センター

29廊 古ヶ崎市民センター

2/2( 火) 二十世紀が丘市民センター

8(月) 婦人会館

10伽 松飛台市民センター

18困 小金市民センター

22側 常盤平市民センター

26廁 馬橋市民センター

3/4 困 新松戸市民センター

時間午後7時30分~8時50分

内
容
商
店
街
活
性
化
へ
の
道

講
師
中
小
企
業
診
断
士
・
大
橋

唯
男
氏

対
象
商
店
経
営
者

費
用
無
料

圜
商
工
課
振
興
係

明
る
い
社
会
づ
く
り

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

「
思
い
や
り
」
を
テ
ー
マ
に
第

十

回

明
る

い

社

会

づ
く

り

ポ

ス

タ

ー

を

、
市

内

小

・
中

学

生

か

ら

募

集
し

た

と
こ

ろ

、

六

十
七

校

か
ら

五

千

三

百
六

十

八

点

も

の

応

募

が
あ

り

ま
し

た

。

厳
正

な

審

査
の

結
果

、

松

戸

市

特
別

賞
と

し
て

、
次

の

三

十

二

人

が
表

彰

さ

れ
ま

し

た

。

市

長
賞
・
:
斉

藤

真
衣

子
(

三

中
)
・
青
木

豊
(

新

松
戸

北

中
)
・

佐

藤

直
樹
(

一

中
)
・
西

田
夏

海

(
和

名

ヶ
谷

小
)
・
大

内

麻

紗
子

(
中

部
小
)

議
長

賞

…

島
谷

亜

希
(

六

実

中
)
・
松

沢
聡

子
(
栗

ヶ
沢

中
)
・

小
川

幸

恵
(
和

名

ヶ
谷

中
)
・
染

谷

淳
(
一

中
)
・

青
木

麻

実
(

根

木
内

小
)
・
星

直

輝
(
矢

切

小
)
・

阿

部
祐

子
(
上

本

郷

小
)

教
育

長

賞
・
:
川

島

康

平
(

六

中
)
・
牛
田

秀
代
(
新
松
戸

北

中
)
・

寺
嶌

美

菜
(
四

申
)
・
渡

辺

園
子

(
五

中
)
・

木
村

靖

子
(

小
金

南

中
)
・
江

上

直
子
(
新
松
戸

南

中
)
・

山
口

紗

斗
子
(
古

ヶ

崎

中
)
・
大

谷
陽

子

示

金

北

小
)
・

山
田

友

里
（
梨
香
台
小
)
・
小
林
玲
湖
(
六

実

小
)

社

会

福
祉

協

議

会

長

賞
…

鈴

木

あ

き
つ
(
栗

ヶ

沢

小
)
・
長

谷

川

雅

人
(
北

部
小
)
・
井

出

如

野

(
河

原

塚
小
)
・
土

屋

季
子
(

金

ヶ
作
中
)
・
野
口
真
理
(
根
木
内

中
)明

る
い

社

会

づ

く
り

会

長

賞

…
白
烏
晴
子
(
聖
徳
中
)
・
山
崎

尚
子
(
二
中
)
・
森
野
弘
子
(
馬

橋

小
)
・
阿

部
真
引
(
松
ヶ
丘

小
)
・

藤

森

英
里
(

新

松
戸

西

小
)

〔
敬

称

略
〕

騷
一
明

る
い

社

会

づ
く

り

松

戸

推

進

協

議
会

事

務

局

容
6
5
1
7
3

8
9

番



講
座
・
講
演

女
性
就
業

技
術
講
習
会

時
間
午
前
9
時
3
0分
~
午
後

3
時
3
0分

対
象
技
術
や
資
格

を
身
に
付
け
て
再
就
職
す
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
る
女
性

費

用
無
料

※
子
供
同
伴
の
受
講
は
不
可
。

匣
2

月
1
8
日

困

・
1
9
日

窗

午

前

9
時
～
1
1
時
3
0
分
と
午
後
1
時

~
4

時
3
0
分

の

間
に

、

本
人

が

印

鑑

と
(

ガ

キ
を

持

っ
て

、
直

接
千
葉
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン

タ
ー
(
B
0
4
3
上
一一一
-
8
5
4
2

番
)
へ

チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

人口と世帯(1 月1日現在)

人 口462.153 人(-14)

男235,243 人(+13)

女226,910 人(-27)

世 帯169,[]8 〔〕(-7)

囗
は
前
月
比

音
楽
の
広
場
(
合
唱
講
座
)

1
月
2
6日
㈹
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
場
市
民
会
館

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

黯
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
四

6
6
-
7
4
(
h
)
n
/

‘番

郷
土
資
料
館
公
開
講
座

1
月
2
4日
面
午
後
1
時
3
0分

~
3
時
3
0分

会
揚
新
松
戸
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

魚
食
民
族
の
未
来
-
魚
を
見
れ

ば
世
界
が
わ
か
る
I

講
師
水

産
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
梅
崎
義

人
氏

定
員
五
十
人

費
用
無

料圃
電
話
で
鯑
新
松
戸

郷
土
資
料

館

一`
4
4
-
1
9
0
9
番
(
月
・

火
曜
日
休
館
)

へ

新

春

一
日
陶

芸
教

室

2
月
3

日
困
①
午
前
9

時
3
0

分
～
1
1
時
3
0
分
②
午
後
2
時
~

4
時
会
揚
陶
松
（
上
本
郷
)

費
用
五
百
円
(
陶
土
・
焼
代
別
)

定
員
十
二
人

残
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀

・
芯
一
-
7
7
2
6

番

雪
に
親
し
む
会
(
ス
キ
ー
)

2
月
2
7日
出
午
後
8

時
松
戸

伊
勢
丹
前
集
合
~
2
8日

㈲
午
後

9
時
帰

着

行
き
先
羽

鳥
湖
ス

キ
ー
場

費
用
一
万
八
千
五
百

円
(

バ
ス
・
朝
食
・
ス

キ
ー
傷

害
保
険
代
含
む
)

定
員
先
着

六
十
人

圜

松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋

・
1
6
2
-
1
8
0
0番

家

庭

婦
人
卓

球

大
会

2
月
2

日
㈹
午
前
9
時
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
家
庭
婦
人

内
容
ラ
ン

ク
別
抽
選
団
体
戦

費
用
一
人
六
百
円

惠
1
月
2
6日

㈹
午
前
1
0時
か
ら

運
動
公
園
会
議
室
で
行
わ
れ
る

組
み
合
わ
せ
会
議
で

蠢
松
戸
市
家
庭
婦
人
卓
球
協
会

・
山
口
・
1
8
6
-
2
6
7
0番

ソ

フ
ト

バ

レ
ー

ボ
ー
ル

教
室

1
月
1
0日
~
3

月
2
8日
の
毎

週
日
曜
日

、
午
前
9

時
3
0分
~

正
午

会
場
新
松
戸
北
小

学
校

体
育
館
(
上
履
き
持
参
)

対

象
一
般
男
女
(

四
十
歳
以
上
の

人
優
先
)
三
十
人
程
度

費
用

毎
回
百
円

圉
当
日

会
場
で
受
け
付
け

黷
体
育
指
導
委
員
・
小
林
四
4
5

-
3
6
8
5

番

ア

ー
チ

ェ

リ

ー
教

室

2
月
7
日
～
3

月
2
1日
の

毎

週
日
曜
日
、
午
後
1
時
~
3

時

会
場
運
動
公
園
武
道
館
錬
成
室

定
員
三
十
人
(

申
し
込
み

多
数

の
場
合
は
抽
選
)

費
用
無
料

匣
1

月
2
9日

窗
必
着
で

、
往
復

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て

、
〒
2
7
1

松
戸
市
上
本
郷
四
四
三
四
運
動

公
園
内
ス
ポ

ー
ツ
課
(
f
t
6
3
1

9
2
4
1

番
)
へ

ス
ポ
ー
ツ

松
戸
市
民
野
球
選
手
権
・
平

成
5
年
度
参
加
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す

2
月
7
日
㈲
午
前
9
時
~
午

後
3
時

会
揚
運
動
公
園
武
道

館
会
議
室

参
加
資
格
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
=
市
内
に
居
住
す
る
人

で
構
成
す
る
。
会
社
・
官
公
庁

チ
ー
ム
=
市
内
同
一
事
業
所
に

勤
務
す
る
人
で
構
成
す
る

会

費
年
間
三
万
円
、
申
込
日
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

蠢
松
戸
市
野
球
協
会
・
高
野
｀

4
1
-
9
6
4
3番

永遠のスクリーン・ミュージック・コンサート

催

し

物

松

養
祭

1
月
3
0日
出
・
3
1日
面
、
午

前
9

時
3
0分
~

午
後
2

時
3
0分

会
場
県
立
松
戸

養
護
学
校
(

栗

ヶ
沢
)

内
容
劇
発
表
・
模
擬

店
・
作
品
展
示
・
交
流
校
の
発

表
な
ど

蠢
松
戸
養
護
学
校
四
8
8
-
2
1

2
8
番

野
鳥

観
察

会
(
千

駄

堀
)

1
月
2
4日
旧

午
前
8
時
3
0分

新
京
成
線
常
盤
平
駅
北
口
集
合
、

午
前
1
1
1
1

時
3
0分
現
地
解
散

持

ち
物
筆
記
具
・
観
察
用
具
・
防

寒
具
な
ど

ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化

基
金
（
市
役
所
内
)

文
化

財
防

火

デ
ー

日
時
1

月
2
6日
㈹
午
前
1
0時

か
ら

会
場
万
満
寺

境
内

内

容
文
化
財
を
守
る
た
め
の
消
防

訓
練

圜

社
会
教
育
課
文
化
財
係
四
6
6

-
7
4
6
2

番

松
戸
市
書
道
展
に
出
品
を

対

象
市

内

在

住

・

在
勤

・

在

学

の

十
六

歳

以

上

の
人

部

門

①
漢

字

・
か

な

・

近
代

詩

文

・

墨

象

ほ
か

②
て

ん

刻

③

刻
字

※
作

品
は

未

発

表
の

も
の
で

縦

横

自
由

。

表

装
(

仮
巻

き

不

可
)

と

し

、

額

装
(

ガ

ラ
ス

不
可
)

は
ひ

も
を

付

け

る

。

搬
入
2
月
2
0
日
出
午
前
1
1
時

か

ら

午

後
4

時

の

間
に

文

化

ホ

ー
ル

へ

蠢

社

会
教

育

課

市
民

文

化

係

四

6
6
-
7
4
冖
O
n
/
｀
番

図

書

館

市

民

講

座

堀

辰

雄

の

文

学

世

界

物

語

の

女

た

ち

2
月
2

日

㈹

・
9

日

㈹
午

後

1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分
(

二

回

コ

ー
ス
)

会
場

市

民

会
館

講

師
千

葉

大

教
授

・

竹
内

清
己

氏

定
員

先

着
百

人

費
用

無

料

巫

電

話
で

市

立

図

書
館

四
6
5
-

5
1
1
5
番
へ

ソプ ラノ 森公美子 指揮 田中一嘉

生

涯

学

習

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

i
n
東
葛
飾
の
作
品
展
示
サ
ー

ク

ル

募

集

展

示
日
2

月
1
3
日

出

会

場

市

民

会
館

内

容

衣
服
(

ア

ク

セ

サ

リ

ー
含

む
)

を

中
心

と
し

た

サ

ー

ク
ル

の

作

品
を

展

示
し

ま

す

。

惠
1

月
2
7
日

困

ま
で

に

、
電

話

で

社
会

教

育
課

内

の

同

実
行

委

員
会
・
1
6
6
-
7
4
6
2

番
へ

新

春

市

民

将

棋

大

会

1

月
3
1
日

照

午

前
9

時

か
ら

受

け
付

け

会

場

市
民

会

館

費

用

千
五

百

円
(

昼
食

が

付

き

ま

す
)

黯

松

戸
将

棋

愛

好

会
・

小

河
原

{一一
8
6
-
4
に
。‥ｙ↑
⊥
1
番

あ
な
た
の
身
近
な
、
ち
よ
つ
と
す
て
き
な
場
所
を

広
報
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

去
年
の
3
月
に
中
国
か
ら
来
ま
し
た
。

高
台
が
昔
は
お
城
だ
っ
た
と
い

う
こ
と

は
聞
い
て
知
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
辺
は
、
静
か
で
緑
が
多
い
の
で
、

息
子
の
江
舟
と
よ
く
散
歩
し
て
い
ま
す
。

大金平

姜 敏(ジヤンミ ン)さん

楊江舟(ヤン・ジヤンツォン)くん

小金城は戦国時代に小金領( 野田南部から

流山・柏・我孫子・沼南・松戸・市川・鎌ヶ

谷・船橋にかけて) を支配していた高城氏の

居城でした。

高城氏が最も勢力を持った胤吉の時代、享

録3 年(1530)から天文6 年(1537)までの7 年

間かけて築城されました。

面積は49ヘクタールにもおよび、別名「開

花城」とも呼ばれるほど華やかでしたが、天

正18年(1590)に浅野長政によって落城しまし

た。

城の東北部の達磨口跡は、緑地として整備

され、付近の住民の散歩コースの一部になっ

ています。

歴史の香りに誘われて

小 金 城達 磨 口跡

緑に囲まれています

いいとこ

見つけた

科 目 内 容 対 象 定員 期 間 会場

経

理

事

務

科

簿記検定2 級

程度

簿記検定3

級程度の実
力のある人

哭
4/6C火)~6/3附の毎
週火・木・金曜日

(全24回)

|;

⌒県市1

蒜

U
野
一
jぶj
噐
言
論
-一一胯

ワ

プ|
ロド
セ ・
ツ
サ
科

基礎から
3 級程度

初 心 者 各5?

①4/8 困~6/24 ㈲の
毎週月・木曜日

(全21回)

②4/9R~6/22C 火)の
毎週火・金曜日

(全21回)

パ

ソ

コ

ン

科

基礎から

一般応用程度

①4/120月)~6/28C月)の
毎週月・木曜日

(全21回)
②4/13M~6/25R の

毎週火・金曜日
(全21回)

日 時 3/28( 日)午後2 時開演

会 場 市民会館

出演
ソプラノ・森公美子 指揮・田中一嘉
演奏・ニューフィルハーモニーオーケストラ千葉

費 用
大人2,000 円 中学生以下1,000 円

前売り 各200円引き( 全席自由席)

曲 目

1 部・スクリーン・クラシックス
「フフマデウス」からモーツァルト の交響曲第25番、「2001年宇宙の

旅」からJ 、シュトラウスの「美しき青さド ナウ」ほか
2 部・スクリーン・ポップス
宮崎駿フフニメ・メドレー、「屋根の上のヴァイオリン弾き」から

「サンライズ・サンセット 」ほか

前売所
財団事務局(社会教育課内)・市民会館・市民劇場・矢切公民館・青

少年会館・チケット ぴあ(ボツクスヒル6 階)・西友常盤平店チケツ
ト セソン・ダイエー新松戸店チケットぴあ

問 い
合わせ

(財)松戸市文化振興財団064-9191 番



ご参加ください 情報
食生活講座

期 日 時 間 内 容 会場 定員 費用 問

い

合

わ

せ

2/2( 火)
午前10時

~正午

健康と食生 活につい

て

馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

先
着
二
十
人

無
料
（
材
料
費
含
む
）

健
康

管
理
課
小
金

方
面

保

健
室

9(火)

午前10時
S

午後1 時
30分

●あなたの 食事量は

大丈夫

●主婦の一食 分

(調理実習)

16(火)

●成人病を予防しよ

う

●野菜をいっぱい 食

べよう( 調理実習)

23(火)

●年代別食 事のとり

方

●カルシウムを上手に

とろう(調理実習)

2/1~28 成人病予防月問事業

行 事 名 日 時 会場 内 容 対 象

基調講演会

2/2W

午後1 時30分

~3 時30分

市民

劇場

骨粗鬆（こつそしょう)症をどう予防するか

~あなたに出来ること~

東京大学医学部老年病学教室教授 折茂 肇氏

一般市民

糖尿病教室

2/4 困

午

後
1

時
S
3
時
30
分

/丶̂現
代
医

学
講

座
は
3
時

ま
で
丶、ノ

衛

生

会

館

一一一

階

糖尿病と上手につきあう

●糖尿病とは

●食事療法、運動療法はなぜ必要が

市立病院内科部長 松島保久氏

●運動療法~運動おすすめメニュー

健康増進センター運動指導員 渋木宣治氏

糖尿病患

者とその

家族

定員50人
2/5R

●食事療法~基本と応用(外食について)

・運動療法~誰にでも出来るストレッチング体操

市立病院健康運動指導士 長田正明氏

心臓病予防

教室 2/23W

血圧と心臓病~心筋梗塞(こうそく)・狭心症予

防のポイント~

●心筋梗塞・狭心症予防も血圧コントロールから

市立病院循環器科部長 村山 紘氏

●減塩は薄味に慣れることから

市立病院管理栄養士 長田正明氏

高血圧・

高脂血症

患者とそ

の家族

定員50人

現代医学講

座 2/2赭
エイズ~エイズを正しく理解しましよう~

福祉医療センター開設準備室長 大島仁士氏

一般市民

展示と相談

2/3團~2陶

午前8 時30分

~午後5 時

市役

所1階連

絡通
路

骨粗髦症についてのパネル展示と健康相談

※相談日は2/3 吩~5削

問い合わせ 糖尿病教室・心臓病予防教室の申し込みは、電話で健康管理課保健計画係へ

難
病
相
談
(
神
経
系
難
病
)

1
月
2
1日
出
午
後
1
時
か
ら

受
け
付
け

会
場
東
葛
飾
合
同

庁
舎

内
容
「
食
生
活
上
の
困

っ
て
い
る
こ
と
を
共
有
し
、
調

理
す
る
う
え
で
の
注
意
と
摂
食

時
の
工
夫
等
に
つ
い
て
」
講
師

北
里
大
学
東
病
院
管
理
栄
養
士

・
野
口
球
子
氏
ほ
か

残
松
戸
保
健
所
予
防
課
四
6
1
-

2
1
2
1
番

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
B
C
G

予
防
接
種

会場名 ツベルクリン 判定・BCG 時間

衛 生 会 館 2/1Ot水) 2/12R

午

後

1

時

15

分

S

2

時

30

分

五 香 市 民 セ ン タ ー 2/2( 火) 2/4W
松 飛 台 市 民 セ ン タ ー 1/25C月) 1/2700
東 部 市 民 セ ン タ ー 1/26M 1/28W
馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー へ 1/21附

健 康 増 進 セ ン タ ー へ 1/2000

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー 1/2咽 1/22 應

明 市 民 セ ン タ ー 改 修 工 事

古ヶ 崎 市 民 セ ン タ ー 2/11 月〉 2/300
稔台市民センター 犬 1/2肺
新 松 戸 市 民 セ ン タ ー へ 1/21困

小 金 市 民 セ ン タ ー 1/26CW 1/28W

常 盤 平 市 民 セ ン タ ー 2/8(1月) 2/1(X水)

馬 橋 市 民 セ ン タ ー 2/3CM 2/5R
二十世紀が丘市民センター 2/8( 月) 2/1OC水)

圜保健衛生課予防衛生係

市
役
所
へ
の
ご
来
朝

皆
さ
ん
へ

3
月
ま
で
は
、
駐
車
場
が
大

変
混
雑
し
ま
す
、
電
車
・

バ
ス

等
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
歳
児

健
康

診
査

対
象
平
成
元
年
9

月
生
ま
れ

の
幼
児

健
診
日
1

月
2
6日
㈹

会
場
松
戸
保
健
所

※
該
当
者
で

健
康
診
査
票
が
届

か
な
い
場
合
は
、
下
記
記
入

要
領
で
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根

本
七
松
戸
保
健
所
三
歳
児
健

診
係
へ

保
健
衛
生

ボケ老人とは?そのおせわの仕方教室

2
/
2
6圀

2
/
1
9田

2
/
1
2宙

2
バ
5
宙

期

日

時

分

1

〃
3
0

後

時

詰

ｓ

時

分

1
3
0

後

二

午

３ 吩
九万 時

間

○
講
演
「
問
題
行
動
へ

の
対

応
」

O
話
し
合
い

○
施
設
見
学

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
松

寿
園
」

〇
講
演
「
ボ
ケ
の
医
学
L

O
映
画
「
痴
ほ
う
性
老
人
の

介
護
」

○
講
演
「
ボ
ケ
の
老
人
を
抱

え
る
家
族
」

O
話
し
合
い

内

容

国
立
精
神

・
保
健
セ
ン

タ
ー

精
神

保

健
研

究

所

老

化
研

究
室
室
長

斉
藤
和
子
氏

市
立
病
院
神
経
内
科
医
長

小

松
隆
行
氏

ぼ
け
の
老
人

を
か

か
え
る
家

族
の
会

千
葉
県
支
部
世
話
人
代
表

永
島
光
江
氏

講

師

東葛飾合同庁舎6階 会
場

痴ほう性老人を抱えた家族先着３５人 対
象

電話で健康管理課保健計画係へ

茴
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
四

6
1
-
(
1
1

乙
l
n
/
‘
1番

乳がん検診

日 時 会場

1/26W

盂

眞

ル

時
SM?

に男:

ly

衛 生 会 館

2肺

2/2C 火)

常盤平市民センター

4 困

9(火)

新松戸市民センター

23(火)

2弥 小金原市民センター

壥健康管理課業務係(申し込みは不要です）

青少年教室

教 室 名 対象 定員 日 時 費 用 講 師 会
場

①

映画で世界を

知る

肖

自|

在l

小|
一
一一生

以宍

初W

丶ノ

各

20

人

2/7~3/14

の毎週日曜日

(全6回)

午前9時a)分

~11甦}分

無 料
青少年会館職員

稔
台
市
民

セ
ン

タ
|②

こどもおやつ

教室

2/6~3/6

の毎週土曜日

(全5回)

午後2時30分

~4時30分

2,0

00円
つぐみ学園

木村民恵氏

③

みんな地球人

(英語を学ぶ)

1/3卜3/27

(3/20を除く)

の毎週土曜日

(全8回)

午後3時

~5時

1、000円

日本児童英語

振興協会員

中沢記子氏

青
少
年

会
館

申し込み

①、②は、1/30 朕 必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名・電話・学校名・

学年・希望教室名を記入して、〒270 松戸市新松戸南2-2 松戸青少年

会館(f144ぺ回 番)へo申し込み多数の場合は抽選o 結果は各自に通知し

ます,

③は、1/2 肭 までに電話でo 定員になりしだい締め切ります。

福

祉

バ

ザ

ー

1

月
3
1
日

㈲

午

前
1
0
時
~

午

後
1

時
3
0
分

会

揚

市
民

会

館

※

バ

ザ
ー
へ

の

品

物

の

提
供

も

お
願
い
し
ま
す
(
2
8
日
ま
で
)
。

蠢

松

戸

手

を
つ

な

ぐ

親
の

会

四

6
7
-
q
)
[
0
(
X
)
4

番

百
星
会

展
(
て
ん

刻
)

1
月
2
7日
困
~
3
1日
囲
午
前

9
時
か
ら
T

月
3
0日
出
は
午

後
2

時
か
ら
4

時
ま
で
雅
印
作

り
の
実
演
)

会
場
文
化
ホ
ー

ル

費
用
無
料

頸
野
坂
四
4
4
-
7
3
6
2
番

松
戸
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演

奏
会2

月
6
日
出
午
後
6
時
開
演

会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル

費
用

無
料

内
容
カ
ル
ミ
ナ

ー
ブ
ラ

ー
ナ
、
レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
ほ
か

残
渡
利
{
。
6
8
-
2
5
3
6番

高
齢
者

巡
回

介
護

教
室

2
月
4

日
閑

午
後
o

時
5
0分

~
4

時
1
5分

会
揚
鎌
ヶ
谷
市

総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

内

容
ね
た
き
り
老
人
の
介
護
の
心

得
、
看
護
実
習
、
介
護
機
器
の

展
示

定
員
先
着
百
人

惠
1
月
2
7
日
困
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

。

「
2
月
4
日

高
齢
者
巡
回
介
護

教
室
希
望
」
と
記
入
し

、
〒
2
7
1

松
戸

市
小
根
本
七
東
葛
飾
支
庁

社
会
福
祉
課
(
C
6
1
-
2
1
1

4
番
)
へ

胃
が

ん
検

診
を

追
加
実

施

2
月
1
日
囲

・
3
日
出
・
8

日

側
、
男
性
=

午
前
9

胯

……一
分

～
9

時
2
0分
、
女
性
=

午
前
9

時
2
0分
~
1
0
時
3
0分
に
受
け
付

け

会
揚
衛
生
会
館

対
象
市

内
に
住
む
四
十
歳
以
上
の
人

費
用
五
百
円
(

生
活
保
護
世
帯

・
老
人
医
療
受
給
者
・
市
民
税

非
課
税
世
帯
は
無
料
)

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
平
成
四
年
度
に

申
し
込

ん
で
受
診
し
て
い
な
い
人
は

問
診
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
受
診
日

の
前
日
、
夜
9

時
以

降
は
一
切
の
飲
食
は
し

な
い

で
く
だ
さ
い
(

水
・
た
ば
こ

を
含
む
)。

蠢
健
康
管
理
課
業
務
係

愛

の
献

血

1
月
2
4日
㈲
午
前
1
0時
~
午

後
4
時

会
揚
伊
勢
丹
松
戸
店

前

主
催
松
戸
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

黯
健
康
管
理
課
業
務
係

市役所・支所

連絡先

市 役 所(66)1111

常盤平支所(87)2131

小 金 支所(41)5101

小金原支所(44)4151

六 実 支 所(85)0113

馬 橋 支 所(45)2131

新松戸支所(43)5111

矢 切 支 所(62)3181

東 部 支 所(92)3061

救急医療

体制

健康保険証を忘れずに

夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………Q68-3756 番

待機病院(毎日)・午後5時~午前9時

テレ ホンサービス……………………登66-0010 番

緊急休日在宅当直医・午前9時~ 午後5時

テレ ホンサービス……………………O66-0010 番

休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時~11 時

新生会館内……………………………Q65-3430 番

不

用

品

情

報

譲

り

ま

す

【
家
具
】
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

ニ
点
無
料
◆
医
療
用
べ
ッ
ド
無

料
◆
子
供
用
二
段
べ
ッ
ド
ー
万

円
◆
台
所
ワ
ゴ
ン
千
円
◆
学
習

机
・
い
す
五
千
円
◆
回
転
テ
レ

ビ
台
千
円
◆
テ
レ

ビ
台
五
百
円

【
電
気
製
品
】
◆
炊
飯
器
三
千

円
◆
電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
無
料

◆
保
温
バ
ス
ケ
ッ
卜
三
千
円
◆

コ
ー
ド
レ
ス
留
守
番
電
話
一
万

円
◆
お
か
ま
型
ド
ラ
イ
ヤ
ー
三

千
円
◆
ジ
ュ
ー
サ
ー
三
千
円
◆

扇
風
機
無
料

【
子
供
用
品
】
◆
幼
児
用
食
堂

い
す
二
点
無
料
・
七
百
円
◆
チ

ャ
イ
ル
ド
カ
ー
シ
ー
ト
無
料
・

千
五
百
円
・
三
千
五
百
円
◆

べ

ビ
ー
カ
ー
A
型
無
料
・
B
型
二

千
円
◆
ブ
ラ
ン
コ
無
料
◆

ベ
ビ

ー
ゲ
ー
ト
五
千
円
◆
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
無
料

「
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
」
◆

エ
レ
ク
ト
ー
ン
無
料
◆
琴
(

生

田
流
)

無
料
◆
一
輪
車
二
千
円

◆
ル
ー
ム
サ
イ
ク
ル
九
千
円
◆

腹
筋
台
五
千
円
◆

電
気
オ
ル

ガ

ン
二
千
円

【
日
用
雑
貨
】
◆
タ
イ
ヤ
チ

ェ

ー
ン
1
8
5
/
6
0
R
1
4

五
千
円
◆
お

盆
二
点

各
千
円
◆

鳥
か

ご
無
料

◆
シ
ン
グ
ル
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス

二
千
円
◆
工

業
用
ミ
シ
ン
三
千

円
◆

⑩
湯
沸
か
し
器
五
千
円

惠
ハ
ガ
キ
に
①
希
望
品
名
②
価

格
③
住
所
④
氏
名

⑤
電
話
番
号

(
昼
間
の
連
絡
先
)
を
明
記
し
て

1
月
2
5日
㈲
(
消
印
有
効
)
ま
で

に
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-

五

松
戸
市
役
所
消
費
生
活

課
消

費
生
活
係
へ

※
品
物
は
い
く
つ
で
も
応
募
で

き
ま
す
が
、
一
つ
の
品
物
に

つ
き
、
一
人
ハ
ガ
キ
ー
枚
で

す
。
月
末
に

抽
選
し
、
当
選

者
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。
連

絡
後
は
自
主
交
渉
に
な
り
ま

す
。

次

回

掲

載

分

の

申

し

込

み

品
物
を
譲
り
た
い
人

は
、
1

月
2
2日
窗
ま
で
に

電
話
で

申
し

込

ん
で
く
だ
さ
い
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で

、
衣
料
品
、
食
料

品

、
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
な

ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

蠢
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係

市
内
在
住
の
三
十
歳
以
上
の
女
性
(
今
年
度
、
市
内

の
受
託
医
療
機
関
で
受
診
し
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
)

百
円
(

生
活

保
護
世

帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯

・
老

人
医
療
対
象
者
は

無
料
)

対 象 費 用



六実ジュニアバドミントンクラ

ブが、昨年11月29日に行われた千

葉県小学生バドミ ントン大会( 団

体戦)で、見事初優勝しました。

「週一回の厳しい練習に耐えた

成果。子供たちはよく頑張りまし

た」と同クラブ の伴コーチ。

2月14日行われる県大会のシン

グルス戦に向けて、現在猛練習に

励んでいます。

今年もがんばるぞ/

シロハラ

緑褐色の上面 白い下面

尾羽の先の両側が白

全長24cm

翼開長39 ㎝

見られる場所 林の中

ツグミと同じくらいの大きさの冬鳥で、市

内にも毎年ある程度の数が来ていますが、林

の中に住み、単独でひっそりと落葉の下の虫

を探しているため、あまり目立ちません。

色も地味で、チーという声もツブミのケツ

ケツに比べると控え目ですが、時には残った

柿の実をつついたり、庭の餌(えさ)台にやっ

て来ることもあります。

運が良いと、4 月の早朝、こずえで朗らか

にさえずる姿を見られることもあります。

六

実

ジ

ュ

ニ

ア

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ

県
大
会
で
見
事
優
勝

松 戸

の

野 鳥

ス

ナ

ッ

プ

シ

ョ

ッ

ト

集い考えた日

市
長
も
点
字
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
説
明
を

熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

「障害者の日(12 月9 日) 」を記念して、昨年12

月7 日から9 日まで、市内9 つの障害者施設が参

加して、市役所で、作品・パネル展示やバザーが

行われました。

「障害者の日」は1975 年12月9 日に、国連が「障

害者の権利宣言」をしたことから、障害者問題を

理解し、認識を深めようと定められました。

当日は、記念ボールペン1,500 本のプレゼント

や、点字パソコンのデモンストレ ーションなども

あり 、市役所に訪れた人たちの関心を集めていま

した。

障
害
者
施
設
が
一
堂
に

「
障
害
者
の
日
」
記
念
事
業

あなたの撮ったスナップ 写真

(街の話題・身近な出来事など)

をお寄せください。採用 の方に

は記念品を差し上げます。

贈広報課

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

全国表彰受ける

松
戸
ま
つ
り
で
の
皆
さ
ん

「松戸交通安全母の会」が、長

年にわたる交通事故防止活動の功

績を認められ、全国交通安全母の

会連合会がヽら 、昨年12月8 日に行

われた全国大会で 表彰さ れまし

た。

松戸交通安全母の会は、昭和45

年3 月5 日に設立され、現在では

会員2,900 人を数え、母親の立場か

ら、積極的に交通事故防止のため

の活動をしています。

街角で、交通事故から 子供たち

を守る母の会の人たちを見掛けた

ら 、応援してくださいね。

会長
榎本栄子さん

長
い
こ
と
皆
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
努
力
し
て
き
た
こ
と
が
、

認
め
ら
れ
た
ん
で
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の

な
い
安
全
な
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
ま
す
。

ま
つ
ど
文
学
散

歩
杉

村

楚

人

冠

『

湖

畔

吟

』
『

新

選

文

』

八
柱
霊
園
に
眠
る
文
人
杉
村
楚
人
冠
栄

名
広
太
郎
・
明
治
五

年
~
昭
和
二
十
年
)

は
、
新
聞
記
者
、
評
論
家
、
随
筆
家
で
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
に
わ
た
る
日
本

の

代
表
的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
す
。

朝
日
新
聞
の

記
者
と
し
て

、
そ
の
軽
妙

な
文
章
で
知
ら
れ
、
ま
た
、
豊
富
な
海
外

特
派
経
験
や
新
聞

学
の
造
詣
な
ど
で
、
日

本
新
聞
界
の

先
人
と
し
て

大
活
躍
し
、
社

内
に
調
査
部
や
審
査
部
の
新
設
、
新
聞
縮

刷
版
、
グ
ラ
フ
紙
の
発
行
な
ど
次
々
と
新

し
い
事
業
を
開
拓
し
、
新
聞

近
代
化
に

多

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
書
き
手
と
し
て
は

、
皮
肉
と
ユ

ー
モ

ア
に

富
ん
だ
風

格
あ

る
エ
ッ

セ
イ

を
、
新
聞

、
雑
誌
等
に

連
載
し
、
随
筆
家

と
し
て
の
名
声
を
高
め
ま
し
た
。

大
正
十
三
年
四
月
、
東
京
の
大
森
か
ら

一
家
で
我
孫
子
の
手
賀
沼
の
ほ

と
り
に
転

入
、
東
京
へ
の
通
勤
族
と
な
り
ま
し
た

。

我
孫
子
に
は
、
亡
く
な
る
ま
で
約
二
十

年
居
住
し
、
新
聞
社
勤
務
の
合
間
に

『
湖

畔
吟
社
句
集
』
や
随
筆
『
へ
ち
ま
の
か
は
』

『
湖
畔
吟
』
や

小
説

『
う
る
さ
き
人
々
』

等

を

措

い

て

い

ま

す

。

手

賀

沼

を

こ

よ

な

く

愛

し

、

我

孫

子

の

風

土

に

と

け

こ

み

、

地

域

の

行

事

や

土

地

の

人

々

と

の

交

流

な

ど

を

楽

し

ん

だ

様

子

が

随

所

に

う

か

が

え

ま

す

。

お

そ

ら

く

、

大

正

・

昭

和

初

期

の

下

総

一

帯

は

、

我

孫

子

、

柏

そ

し

て

松

戸

も

含

め

て

、

同

じ

よ

う

な

風

土

と

人

情

だ

っ

た

の

で

し

ょ

う

。

『
湖

畔

吟

』
『

新

選

文

』

に

は

、

馬

橋

の

水

田

風

景

、

六

実

の

ゴ

ル

フ

場

の

こ

と

、

八

柱

霊

園

に

墓

を

定

め

た

経

過

な

ど

、

松

戸

に

関

係

す

る

話

が

載

っ

て

い

ま

す

。

特

に

、

馬

橋

や

六

実

の

話

は

、

現

在

住

宅

地

に

な

っ

て

い

る

地

域

の

、

自

然

が

残

っ

て

い

た

懐

か

し

い

時

代

の

描

写

で

、

貴

重

で

す

。田

植

◇

私

の

屋

敷

下

か

ら

湖

水

ま

で

の

間

は

狹

い

區

域

だ

が

、

東

る

途

中

、

北

小

金

の

高

臺

を

出

外

れ

て

か

ら

さ

し

か

ゝ

る

新

米

の

走

り

で

聞

え

た

馬

橋

の

沃

野

に

至

っ

て

は

、

と

て

も

満

い

。

遠

く

に

富
士
の
峯
が
見
え
て
、
そ
の
富
士
ま
で
績

い

て

ゐ

る

の

か

と

思

ふ

程

に

、

贋

々

と

開

け

た

萬

頃

の

水

田

の

中

に

、

彼

方

比

方

田

植
の
男
女
が
點
々
と
し
て
見
ゆ
る
の
は
、

見
た
だ
け
で
氣
が
?
々
と
し
て
来
る
。
日

本

に

生

れ

た

身

の

如

何

に

も

日

本

に

ゐ

る

ら

し

い

心

持

が

、

ぢ

い

と

浸

み

出

し

て

来

る

の

を

覺

え

し

め

る

。

◇

田

植

を

無

事

に

す

ま

せ

て

、

家

に

歸

つ

て

、
一

風

呂

浴

び

て

、
手

薄

ひ

の

人

々

と

共

に

打

ち

く

つ

ろ

い

で

夕

食

の

膳

に

心

ば
か
り
の
祝
酒
を
擧
げ
る
樂
し
さ
が
察
し

ら

れ

る

。
(

昭

和

十

一

年

六

月

七

日

記
)

星

あ

か

り

◇

六

實

の

ゴ

ル

フ

場

の

そ

ば

の

小

松

林

の

ま

ん

な

か

に

、

小

さ

な

二

室

き

り

の

コ
テ
ー
ジ
を
建
て
ゝ
、
こ
れ
を
「
晩
花
林
」

と

名

づ

け

た

。
B
u
n
k
e
r
l
n
n

の

し

や

れ

で

、

一

度

は

ひ

っ

た

ら

一

寸

出

に

く

か

ら

う

と

い

ふ

み

そ

で

あ

る

。

(『

新

選

文

』
)

(
市

立

図

書

館
)

現
在
公
園
に
な
っ
て
い
る
楚
人
冠
の
住

居
跡

。
句
碑
に

は
「
冬
晴
の
洪
い
な
る

空
に
筑
波
見
ゆ
」
(
我
孫
子
市
)
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